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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

日本工業規格          JIS 
 Q 14051：2012 
 (ISO 14051：2011) 

環境マネジメント－マテリアルフローコスト会計－

一般的枠組み 
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序文 

この規格は，2011 年に第 1 版として発行された ISO 14051 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

この規格の目的は，マテリアルフローコスト会計（MFCA）における一般的枠組みを提供することであ

る。MFCA は，組織における，マテリアル及びエネルギーを使用する上での環境及び財務への潜在的影響

の理解を促進し，マテリアル及びエネルギーの使用上の変更による環境・財務両面の改善を達成する機会

を追求することができる管理ツールである。 

MFCA は，組織内のマテリアルのフロー及びストックを物量単位で追跡し，定量化するマテリアルフロ

ーモデルを策定することによって，マテリアル及びエネルギーの使用に関する透明性の向上を促進する。

MFCA において，エネルギーは，マテリアルに含めることも，別途定量化することも可能である。マテリ

アルフロー及びエネルギーの使用から生じるあらゆるコスト及び／又はそれに関連するあらゆるコストは，

算定され，配分される。特に，MFCA は，廃棄物，大気排出物，廃水などのマテリアルロスに関連するコ

ストと製品に関連するコストとの比較に焦点を当てる。 

マテリアルロス及び関連するコストに関するデータを，一般的な情報・会計・環境マネジメントシステ

ムから取り出すことは往々にして難しいので，多くの組織では，マテリアルロスの実際のコストを，十分

詳細に認識していない。しかしながら，MFCA によって当該情報が入手可能になれば，それらのデータは，

使用するマテリアルの削減及び／又はマテリアルロスの削減，マテリアル及びエネルギーの効率的な使用

への改善，環境への悪影響の低減，並びに関連コストの削減のための機会の追求に使用することができる。 

MFCA は，（鉱物）採取業，製造業，サービス業及びその他の産業を含む，マテリアル及びエネルギー

を使用するあらゆる産業に適用可能である。MFCA は，環境マネジメントシステム（EMS）の有無を問わ

ず，先進工業国と同様に新興経済国においても，あらゆる種類及び規模の組織において実施することが可

能である。MFCA は，環境管理会計（EMA）における主要なツールの一つであり，主に単一の施設内又は

組織内における使用を想定している。しかしながら，MFCA は，サプライチェーン内の複数の組織に拡張

して適用することが可能であり，マテリアル及びエネルギーをより効率的に使用するための統合的アプロ

ーチの展開を支援する。 

この規格は，次に示す事項を提供する。 

－ 共通の用語 

－ 目的及び原則 


